
























析では，まず 22362 SNPsを配置した SNPマイクロア
レイ（CanineSNP20 BeadChip，イルミナ社製）解析を
行った。その結果，エンドセリン受容体タイプ A遺







伝子の 6 SNPsのうち，CRYBA1遺伝子の intron 3領域
に 1つの白内障関連多型部位が認められた。
本プロジェクトは終了したが，さらなる解析を進行
させている。
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